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期的な変化はみられなかった． ? のアイソトポマー比は - 月および
年 月の観測結果の間で高度分布に異なる特徴が見られ，短期的・長期
的な輸送過程の変動の影響が示唆された．















































て 月 - 日にかけて合計 の液体ヘリウムを製造し，基地に残置されていた





















点から行う．後者 点については， 月 日に氷状偵察飛行を実施し，ゴンドラが着地
する可能性が高い半径 円内の西側半分の領域を中心に調査した上で，定常気象部門
から提供された高層気象データを逐次国内に送り，その時点での風向・風速による気球航






















































プルが得られた．ただし， 年 月のサンプルについては， ?濃度に関して明らかに
異常な分析値を示すものが多かったため，本研究では 年 月のサンプルの分析結果の
みを採用した．その結果，図 に示したとおり，高度 より上層では 年 月の結
果と同様に，ほぼ一定の濃度になることが判明した．さらに，その一定濃度になる層での





年と 年の鉛直分布に違いが見られた． 年では，高度 - にかけてやや






































































高度 以上の平?値に対して約－ であり，平?年代に対する影響は約 カ月
である．メタン濃度の分析精度は約 であるので，この補正に伴う平?年代への誤差
伝播は無視できる．この手法を 年と 年の気球実験の観測データに適用し，図 に
示したような平?年代の鉛直分布を得た．前述のように，高度 以下については代表
性が低いため，高度 以上での ?濃度平?値に対応する平?年代をそれぞれ求め

























た気球観測の結果を共有し， - 年までの 年間に行われた合計 回分の気球実
験をもとにして，平?年代の長期変化が調べられている（ )．その結果を
本研究の結果とともに図 に示した．北半球では，この 年間における平?年代の全平?
値は （± ）年であり，また，その平?変化率は 年当たり＋ （± ）年である．































長期的な変動については不明であった．そこで，本研究では 年 月~ 年 月に昭
和基地上空で 回行われた試料採取実験を利用して，短期間における変動を調べると同時
に， 年 月の観測結果と比較して長期的な変動についても検討を行った．






比（濃度）は減少し，アイソトポマー比は増加した． 月 日と 月 日の高度分布は
- および - においてよく一致したが， - で 月に不連続な分布（混合
比が異常に低い）がみられた．閉鎖系で ? の分解が不可逆的に進行する場合，アイソト
ポマー比 ＝ ＋δ と混合比 の間には， ?＝ C C????の関係が成り立つ（添字
は初期値を表し，αは分別係数と呼ばれる）．図 はこの関係をδ?????について示した









布し（図では横軸の符号を反転させていることに注意）， 月の ， の不連続な
データもこの直線上にあった．しかし， 月の と のデータは，この直線から
離れた位置にあった．
このことから， 月の - では高高度領域にあった，より光化学分解を受けた（年
代的に古い） ? が気塊の移流により運ばれたものと?えられた．一方， と で
は，さらに高高度の上部成層圏~下部中間圏の気塊（ ? 混合比? ）が混合したと?える
と，アイソトポマー比の特徴を説明可能である．
年 月の混合比・アイソトポマー比の高度分布を 年 月の分布と比較すると，
- および - ではよく一致したが， - および - においては
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